別紙２－(２)

【復興モデル創出活動助成事業】による本会支援事業実施例

◆事例１＜地域住民の交流イベントの開催＞

	主業種
	商店街

	選択テーマ
	地域コミュニティの再構築

	支援対象とした計画の概要・目的等
	組合にて仮設共同店舗を運営していたが、各店舗が地区内に分散したため、従来の共同販促事業の実施が困難となった。また、震災以降、他地域への人口流出が進んでおり、新たに造成された高台などに生活基盤を移転した住民も多く、コミュニティの再構築に時間を要している。
上記課題への対応を図るため、当組合及び組合員が主動的に地域内の交流を促す機会を提供し、地域コミュニティの早期構築と商業活性化に資する取り組みを実施する。

	支援対象経費
	専門家謝金、会場設営費、広告宣伝費、印刷製本費

	活動内容
	震災以降、人口減少と高齢化が一層進む当該地区において、地元商業者が連携して住民に外出・交流の機会を提供し、地域コミュニティの早期構築と商業活性化の一助とする為、交流イベントを開催した。
イベントでは、地元出身の歌手による歌謡ショーや、地元
の有識者による健康講話、小学生を対象にしたお菓子作り
教室などを開催し、地域の幅広い年齢層が参加した。また、
この取り組みにより、組合事業への参画意識が醸成され
た。イベント実施後も地域住民からの反響が大きく、住民
と商業者の関係性が更に強まった


◆事例２＜組合事業広報活動＞

	主業種
	サービス業

	選択テーマ
	地域コミュニティの再構築

	支援対象とした計画の概要・目的等
	震災後、住宅修繕工事・草刈・庭掃除・廃棄物処理等、様々な依頼を受けるようになり、年間約30件の受注実績で推移している。地域の潜在ニーズは高いものと見込まれ、組合事業の広告・周知活動を改めて行い、地域住民からの受注増を目指す。

	支援対象経費
	広告宣伝費

	活動内容
	組合事業として実施する理念と事業領域の明確化・キャンセルポリシー、そして現在の月２～３件の受注状況から大幅に増加した際の窓口対応・受注分配等の業務フロー等を整備し、組合事業紹介の為のパンフレット等を作成。

パンフレット等の広告を制作し、市内の災害公営住宅や、老人クラブ連合会総会で配布した。サポート体制の確立は課題として残ったが、昨年比で相談件数が大幅に増えており、周知・広報活動の成果を得ることができた。


◆事例３＜地域の特産品に係るブランド化の推進＞

	主業種
	小売業

	選択テーマ
	地域ブランドの開発

	支援対象とした計画の概要・目的等
	当該地域で生産される特産品は、全国規模の品評会で最高賞を多数受賞するなど、品質の高さに定評があったが認知度は芳しくない状況であった。震災後の風評被害による消費量減少や市場価格の低迷を背景に、地元特産品の高い品質を有効に活用してブランド化の推進を図る。

	支援対象経費
	旅費、展示設営費、印刷製本費、デザイン料

	活動内容
	地元特産品のブランド価値の向上を図り、生産体制や産業基盤の持続性を高めるとともに、域外からヒト・モノ・カネを呼び込む端緒のひとつとして地域の活性化に寄与するため、全生産量のうち数％程度しか収穫できない最高級品をプレミアム版として包装を整え商品化。優れた品質や手軽な調理方法などを伝える販促ツールを作成し、東京都銀座で試食販売会を開催した。最上級の品質を消費者に伝えて、特産品のイメージアップや消費拡大を図った。


